
（別記） 

令和５年度矢巾町農業再生支援協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本町の農業は徳田米（とくでんまい）の産地として知られ、古くから水稲栽培を中心に

発展し良質米の産地として名を馳せてきましたが、近年は矢幅駅周辺、国道４号沿線や流

通センター周辺においては、都市的様相を呈してきている地区が増加しています。しかし

ながら、西部山麓では緑豊かな自然が残り、平場の多くが水田として田園風景を残してお

り、現在も水稲が町の基幹作物となっています。 

 その水稲においては、農業者を取り巻く状況はその厳しさを増し今後の農業経営に不安

を感じる農家が多くなってきています。農産物価格の低迷、農業従事者の高齢化や農業後

継者・担い手の不足など多くの問題を抱え、本町農業の正念場に差し掛かっていると考え

ます。 

 また、ほ場整備事業導入により、およそ 1,923ha が整備され、全水田面積の約 78％を

占め、大規模ほ場化が進む状況において、今後は作業の効率化や新技術の導入による低コ

スト化を図り、集落における経営体の明確な取組方針と計画に基づき、集落の合意に基づ

いた水田農業の担い手や集落型経営体による自立できる農業経営の専業化、土地利用集積

や各種農地流動化方策による耕作地の合理的利用の促進に努め、安全安心の消費需要に対

応した特色ある作物、栽培手法の専業技術に富んだ多様な水田農業の展開を図る必要があ

ります。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

○ 適地適作の推進 

  ・地域の実情（気候や圃場条件等）に応じた作物選択を推進します。 

 

○ 収益性・付加価値の向上 

 ・集落営農法人や認定農業者による高収益作物への取り組みを推進します。 

 ・転換作物の柱である、小麦については実需者との結びつきによる有利販売を進めま

す。大豆については、味噌等への加工により学校給食等への活用を推進します。 

 

○ 生産・流通コストの低減 

  ・転換作物の生産性の向上については、低コスト生産技術の導入・普及を進めるとと

もに、人・農地プラン（地域計画）の取組みを通じた農地の集積・集約化を進めま

す。 
 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

○ 地域の実情に応じた農地の在り方 

  ・平場であり水田作付けに有利な当町において、飯米を主とした水田としての活用が

基本であると考えます。その上で、担い手の減少を背景に経営体の組織化、複合経

営の推進により安定で継続的に地域農業を担っていける担い手の育成をすすめま

す。 

 

○ 地域の実情に応じた作物・管理方法等の選択 



  ・山間部における耕作放棄地対策として、省力的な管理が可能な作物等の導入が必要

となることを見込んでいることから、担い手対策と合わせて取り組んでいく必要が

あります。 

 

○ 地域におけるブロックローテーション体系の構築 

・地域における水稲作付水田と転換作物作付水田をどのようにローテーションさせる 

のか、各経営体が検討を行えるよう支援します。 

 

○ 水田の利用状況の点検方針・点検結果を踏まえた対応方針 

・水稲（水張り）を組み入れない作付体系が数年以上定着し、畑作物のみを生産し続

けている水田がないか、今後も水稲作に活用される見込みがないかについて、過年度

作付け実績及び現地確認を通じて点検を行うとともに、点検結果を踏まえ、畑地化支

援を活用した畑地化や地域におけるブロックローテーション体系の構築へ誘導しま

す。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

うるち米は、町東部地域において、旧来徳田米(とくでんまい)の産地として全国的

に知られており、令和５年産からは岩手県オリジナル品種の「銀河のしずく」を主と

して栽培しており、もち米は「ヒメノモチ」を主として栽培しております。 

特に、流通における特徴ある主産地化を図るため、「銀河のしずく」の作付拡大を

進めると共に安全安心の消費者ニーズを踏まえた品質の高度化に努め、実需の求める

品質の米生産に地域ぐるみで取組むことにより、品質の高い、安定した生産及び販売

を推進します。 

また、県協議会が算定する主食用米の生産目安等を踏まえつつ、生産者や集荷業

者・団体が中心となって円滑に需要に応じた生産が行える状況になるよう、行政、生

産者団体及び現場が一体となって取組みます。 

 

（２）備蓄米 

  ＪＡいわて中央に振り分けられた配分枠のうち、矢巾町分として積極的に枠を確保し 

つつ、作付を推進するものとします。 

 

（３）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    団地化、低コスト（直播・疎植）、複数年契約等の取組について、生産者団体と

連携し、実需者との結び付きを図りながら、作付を推進していきます。 

 

  イ 米粉用米 

取り組む場合は実需者との結びつきによる作付を推進していきます。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

    実需者から要望があれば、結びつきによる作付を推進していきます。 

 

  エ ＷＣＳ用稲 

    ＷＣＳ用稲については、耕種農家と畜産農家との結び付きを重視した取組を中心

に推進していきます。 

 



  オ 加工用米 

もち米の「ヒメノモチ」は、色合いがよく、実需者から加工用米として好まれて

いることから、産地として生産を推進し、実需者との結び付きを強化していきま

す。 

うるち米は、町の特産品である「南昌山」「徳丹城」などの酒類に使用することに

より、地域の特産品として拡大を図っていきます。 

このことから、加工用米は実需者との結び付きの強化を行いながら、特産品の推

進・流通体制整備に併せて面積拡大を図っていきます。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

ア 麦 

    転作作物の柱として取り組んできた小麦については、実需者との結びつきを重視

し、栽培技術の普及や収益性の高い品種への転換を町内全域で令和４年産から図っ

ており、引き続き高品質・安定生産を推進していきます。 

   

イ 大豆 

   大豆については、転作作物のもう一つの柱として作付面積拡大を奨励するととも

に、確実な排水対策等により安定した収量を確保し、実需者の求める高品質・安定

生産を推進します。 

 

  ウ 飼料作物 

    繁殖農家が減少傾向にある中、新規就農者が畜産を始めており、担い手確保に向

けて若手農家が取組む飼料作物栽培について推進します。 

    令和４年度から水田活用の直接支払交付金の単価見直され、交付金額が大幅に減

少したことにより飼料作物栽培の減少が引き続き懸念されるため支援を行います。 

 

（５）そば、なたね 

そばは、基幹作及び麦後に二毛作を行うことを推進し、経営の多角化及び収益力強

化を図ります。また、高品質、高単収に向け排水対策の取組を推進します。 

   なたねの作付を要望している生産者及び実需者がいないため、取組み予定はありま

せん。 

 

（６）地力増進作物 

地力増進作物（ソルガム、スーダングラス、イタリアンライグラス、ライ麦、エン

麦、クローバー類、レンゲ）は、水稲から小麦や大豆等へのブロックローテーション

に組み入れることにより連作障害の回避等につながることから、作付け後の計画と一

体で取組みを推進します。 

 

（７）高収益作物 

集落の立地条件を見極め、栽培管理の基準設定等を行うことにより、新技術の導入

を図りつつ品質の良い作物の安定生産に努め、更に地域の特性に適合した作物の選

択、新品目の導入と拡大、いわゆる適地適作を推進すると共に、担い手による栽培の

取組を支援します。 

  また、矢巾町集落営農園芸協議会を中心とした集落営農組織の経営の多角化に併せ

た作付けを進め、市場等の実需の求めに応じた品種の作付を推進します。 

特に、ズッキーニについては、比較的取り組みやすく、麦の収穫後に作付出来るこ

ともあり、水田の収益力強化及び産地として推進していきます。 

きゅうり、トマト(ミニトマト）、ピーマン（パプリカを含む）、キャベツ、はくさ



い、ねぎ、レタス、なす、オクラ、たまねぎ、ブロッコリー、豆類についても、県の

青果物価格安定事業などの取組みと合わせ、取組面積が多いことから、安定した出荷

が出来るよう生産体制を確立させた営農活動を展開します。 

ゆり、リンドウ、きく（小菊）、ストック、カーネーション、けいとうをはじめと

する花き及び種苗類については、県の青果物価格安定事業などの取組みと合わせ、取

組面積が多いことから、安定した出荷が出来るよう生産体制を確立させた営農活動を

展開すると共に、担い手による栽培の取組を支援します。 

りんご、ぶどう（山ぶどうを含む）については、収益性の高い水田農業を定着させ

るため生産拡大のための取組を支援します。 

また、山間部などの条件不利地の耕作放棄地対策を見込み、かぼちゃとさつまいも

の作付を検討します。 
 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1279.7 0.0 1202.0 0.0 1202.0 0.0

8.4 0.0 40.0 0.0 40.0 0.0

33.3 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

77.3 0.0 59.0 0.0 59.0 0.0

36.5 0.0 40.0 0.0 40.0 0.0

340.8 0.0 338.0 0.0 338.0 0.0

103.6 34.1 117.0 34.0 117.0 34.0

81.1 0.0 105.0 0.0 105.0 0.0

・子実用とうもろこし 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

25.5 24.5 22.8 19.8 22.8 19.8

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1.6 0.0 3.0 0.0 3.0 0.0

36.7 10.5 48.8 13.3 48.8 13.3

・野菜 35.5 10.5 45.6 13.3 45.6 13.3

　ズッキーニ 12.6 6.6 24.2 8.6 24.2 8.6

　地域振興作物（ズッキーニを除く） 20.9 3.9 19.7 4.7 19.7 4.7

　その他野菜 2.0 0.0 1.7 0.0 1.7 0.0

・花き・花木 1.2 0.0 3.0 0.0 3.0 0.0

　地域振興作物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　その他花き・花木 1.2 0.0 3.0 0.0 3.0 0.0

・果樹 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0

　地域振興作物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　その他果樹 0.0 0.0 0.2 0.0 0.2 0.0

・その他の高収益作物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

・

0.0 0.0 40.7 0.0 40.7 0.0

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

ズッキーニ 地域振興作物助成 （令和4年度） （令和5年度）

（基幹作、二毛作） （ズッキーニ） （基幹）　6.0ha （基幹） 15.6ha

（二毛作）6.6ha （二毛作）8.6ha

野菜、花き・花木、果樹 （令和4年度） （令和5年度）

（基幹作、二毛作） （基幹）　15.0ha （基幹）　15.0ha

（二毛作）4.7ha （二毛作） 4.7ha

野菜、花き・花木、果樹 （令和4年度） （令和5年度）

（基幹作、二毛作） （基幹）　7.8ha （基幹）　32.3ha

（二毛作）9.5ha （二毛作）13.3ha

作付面積拡大助成

（園芸品目）

（二毛作） （二毛作）

作付面積 （令和4年度）342ha （令和5年度）338ha

収益増円/10a（対令和２
年度）

（令和4年度）1,700円
/10a

（令和5年度）1,800円
/10a

作付面積 （令和4年度）68.9ha （令和5年度）83.0ha

１等級比率 （令和4年度）33.3% （令和5年度）58.0%

二毛作の取組面積 （令和4年度） （令和5年度）

二毛作に取組む農業者数 （大豆）34.1ha、5経営体 （大豆）34.0ha、8経営体

（そば）24.5ha、5経営体 （そば）19.8ha、8経営体

（令和4年度） （令和5年度）

(大豆)5.6ha、3経営体 (大豆)8.0ha、5経営体

　(そば)6.6ha、3経営体 (そば)7.0ha、4経営体

地域振興作物

（基幹作）

作付面積拡大助成

（園芸品目）

（基幹作）

対象作物（基幹）の作付
拡大面積（対令和2年度）

（令和4年度）10.6ha （令和5年度）18.3ha

1等級比率 （令和4年度）33.3% （令和5年度）58.0%

取組面積 （令和4年度）10.5ha （令和5年度）10.5ha

10aあたりの軽減労働時間 （令和4年度）-0.2h/10ａ （令和5年度）-1.3h/10ａ

飼料用米低コスト生産助
成

取組面積（直播） （令和4年度）0.0ha （令和5年度）4.0ha

（直播栽培） 10aあたりの軽減労働時間 （令和4年度）0.0h/10a （令和5年度）-2.0h/10ａ

飼料用米低コスト生産助
成

取組面積（疎播） （令和4年度）30.1ha （令和5年度）30.0ha

（疎植栽培） 10aあたり苗箱削減率 （令和4年度）20% （令和5年度）20%

複数年契約取組面積 （令和4年度）17.3ha （令和5年度）9.8ha

作付面積 （令和4年度）28.6ha （令和5年度）14.8ha

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
地域振興作物（ズッキー

ニ）の作付面積

2
地域振興作物（一般）助

成
地域振興作物（ズッキー
ニを除く）の作付面積

3
地域振興作物（担い手）

助成
地域振興作物の作付面積

対象作物（二毛作）の作
付拡大の面積（対令和2

年）

大豆品質安定化助成

（令和4年度）1.7ha （令和5年度）3.0ha

5 小麦（基幹作） 小麦収益性向上助成

新規就農者等生産助成
対象者が作付する対象作

物の面積
（令和4年度）7.0ha （令和5年度）7.5ha

二毛作助成（大豆、そ
ば）

作付面積拡大助成（大
豆、そば）（二毛作）

対象作物（二毛作）の作
付拡大面積（対令和2年

度）

（令和5年度）40.0ha

（令和4年度）2.7ha （令和5年度）3.0ha

12 大豆（基幹作）
作付面積拡大助成（大

豆）

10
加工用米（ヒメノモチ、もち美

人）（基幹作）
加工用もち米産地助成 対象作物の作付面積 （令和4年度）26.5ha

飼料用米団地化加算助成

14 飼料用米（基幹作）

11
対象作物（基幹）の作付
拡大の面積（対令和２年

度）

15 飼料用米（基幹作）

野菜（ズッキーニ、レタス、えだまめ、
キャベツ、たまねぎ、にんじん、ねぎ、
にんにく、ばれいしょ、加工用トマト）

野菜（ズッキーニ、レタス、きゅうり、
トマト、ピーマン（パプリカを含

む））、花き（リンドウ、小菊）、果樹
（りんご、ぶどう（山ぶどうを含む））

16 飼料用米（基幹作）

13 飼料用米（基幹作）

8 大豆、そば（二毛作）

6 大豆（基幹作）

7 大豆、そば（二毛作）

9

4

複数年契約加算

17 そば振興助成（基幹作） 対象作物の作付面積 （令和4年度）1.0ha （令和5年度）3.0haそば（基幹作）

18 地力増進作物（基幹作）
地力増進作物作付助成

（基幹作）
対象作物の作付面積 （令和4年度）1.6ha （令和5年度）3.0ha



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：岩手県

協議会名：矢巾町農業再生支援協議会

1 地域振興作物助成（ズッキーニ） 1 25,000 ズッキーニ 作付面積が10a以上であること

1
地域振興作物助成（ズッキーニ）（二毛

作）
2 25,000 ズッキーニ 作付面積が10a以上であること

2 地域振興作物（一般）助成 1 22,000 個票別紙1のとおり 作付面積が10a以上であること

2 地域振興作物（一般）助成（二毛作） 2 22,000 個票別紙1のとおり 作付面積が10a以上であること

3 地域振興作物（担い手）助成 1 25,000 個票別紙2のとおり 作付面積が10a以上であること

3 地域振興作物（担い手）助成（二毛作） 2 25,000 個票別紙2のとおり 作付面積が10a以上であること

4
作付面積拡大助成（園芸品目）（二毛

作）
2 25,000

ズッキーニ、レタス、えだまめ、キャベツ、たまねぎ、にんじ
ん、ねぎ、にんにく、ばれいしょ、加工用トマト 拡大面積が1a以上であること

5 小麦収益性向上助成 1 1,500 小麦
作付面積が0.5ha以上であること、実需者と出荷・販売契約
を締結し、収穫、販売を行うこと。

6 大豆品質安定化助成 1 9,000 大豆
実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと。
前年度より1等級比率が3割以上低下した経営体について
は予め具体的な対策を実施すること

7 二毛作助成（大豆）（二毛作） 2 7,000 大豆
作付面積が0.3ha以上であること、排水・湿害対策をするこ
と

7 二毛作助成（そば）（二毛作） 2 14,000 そば
作付面積が0.3ha以上であること、排水・湿害対策をするこ
と

8
作付面積拡大助成（大豆、そば）（二毛

作）
2 5,000 大豆・そば 拡大面積が5a以上であること

9 新規就農者等生産助成 1 28,120
地域振興作物（個票別紙2及び県枠メニュー

対象作物）
青年就農計画等による取組を確実に実施すること

10 加工用もち米産地助成 1 3,000 加工用米（ヒメノモチ、もち美人）
加工用米取組計画が認定されていること、品種ごとに10a
以上作付けしていること

11
【県推進メニュー】作付面積拡大助成

（園芸品目）
1 25,000

ズッキーニ、レタス、きゅうり、トマト、ピーマン（パプリカ含）、
リンドウ、小菊、りんご、ぶどう（山ぶどう含） 拡大面積が1a以上であること

12
【県推進メニュー】作付面積拡大助成

（大豆）
1 6,000 大豆

作付面積が10a以上拡大していること、団地化・排水湿害
対策等から選択して対策に取り組むこと

13
【県推進メニュー】飼料用米団地化加算

助成
1 6,000 飼料用米 2ha以上の団地とすること、区分管理をすること

14
【県推進メニュー】飼料用米低コスト生

産助成（直播栽培）
1 6,000 飼料用米

低コスト稲作栽培生産マニュアルに準じた生産を実施する
こと

15
【県推進メニュー】飼料用米低コスト生

産助成（疎植栽培）
1 3,000 飼料用米

一般品種での取組みに限定、移植密度は慣行栽培の80％
以下であること

16 複数年契約加算 1 6,000 飼料用米
令和３年産から令和５年産までの３年分の契約から締結し
た複数年契約であること、新規需要米取組計画等の認定
を受けていること

17
【追加配分対象】そば振興助成（基幹

作）
1 20,000 そば 排水・湿害対策を行うこと

18
【追加配分対象】地力増進作物作付助

成（基幹作）
1 20,000

ソルガム、スーダングラス、イタリアンライグ
ラス、ライ麦、エン麦、クローバー類、レンゲ

各対象作物に適した作期に、適正な肥培管理を実施した
上で圃場へのすき込みを行うこと

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してく
ださい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



別紙1　助成対象作物一覧（地域振興作物）

（整理番号2）

区分 対象作物 区分 対象作物

レタス ストック

トマト（ミニトマト）（加工用除く） カーネーション

ピーマン（パプリカを含む） ゆり

なす リンドウ（作付翌年度から収穫）

きゅうり きく（小菊）

はくさい けいとう

インゲン ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ

オクラ アスター

ブロッコリー おみなえし

カリフラワー ひまわり

そらまめ スターチス

かぼちゃ るり玉あざみ

さつまいも 果樹 ブルーベリー

えだまめ（二毛作）

キャベツ（二毛作）

たまねぎ（二毛作）

にんじん（二毛作）

ねぎ（二毛作）

にんにく（二毛作）

ばれいしょ（二毛作）

加工用トマト（二毛作）

野菜

花き・花木



別紙2　助成対象作物一覧（地域振興作物）

（整理番号3.9）

区分 対象作物 区分 対象作物

レタス ストック

トマト（ミニトマト）（加工用除く） カーネーション

ピーマン（パプリカを含む） ゆり

なす リンドウ（作付翌年度から収穫）

きゅうり きく（小菊）

はくさい けいとう

インゲン ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ

オクラ アスター

ブロッコリー おみなえし

カリフラワー ひまわり

そらまめ スターチス

かぼちゃ るり玉あざみ

さつまいも 果樹 ブルーベリー

ズッキーニ

えだまめ（二毛作）

キャベツ（二毛作）

たまねぎ（二毛作）

にんじん（二毛作）

ねぎ（二毛作）

にんにく（二毛作）

ばれいしょ（二毛作）

加工用トマト（二毛作）

花き・花木

野菜


